自然科学史資料(2007)
『都市大災害』河田恵昭　近未来社（1995）

阪神・淡路大震災に1章を割き、都市災害について論じる。地震、洪水、津波を論じ、災害の歴史にも1章を割く
『災害と社会システム』野田隆　恒星社厚生閣(1997)

社会学の立場から防災について論じている。
『日本災害史』北原糸子編　吉川弘文館(2006)

日本の古くからの災害の歴史。阪神・淡路大震災に1章を割く。歴史家だけでなく工学系、ジャーナリストなどが執筆
『改定　災害危機管理のすすめ』高見尚武　近代消防社(2007)

自然災害だけでなく、多様な災害をリスク管理の側面から扱う。行政にも大きく焦点が当たっている。
『社会安全システム』中野潔編著　東京電機大学出版局(2007)

大阪府の地域安全マップに関わった人たちが集まって出した本。防犯とそれに関わる情報技術を扱う。
『21世紀の新たなリスク　－アクションへの政策提言－』総合研究開発機構(2004)
OECD報告の日本語版。自然災害、技術災害、テロ、感染症、食品を中心に｢システミック・リスク｣を扱う。
『安全安心のための社会技術』堀井秀之編　東京大学出版会(2006)

社会問題を解決するための技術を多面的に論じる。東大を中心に最近「社会技術」という概念が提起されている。
『「震度６強」が原発を襲った』朝日新聞取材班　朝日新聞社(2007)
柏崎刈羽原発を襲った地震に関して、ジャーナリストの取材
『ダムと公共の安全』ロバートB．ヤンセン　東海大学出版会(1983)

ダムの重大事故例と破壊例が多数載っている。
『維持管理からみた建物のライフサイクル』橋本正五　鹿島出版会(1982)

耐用期間中にメンテナンスをしっかりやって、その後建物の寿命が尽きる、ということを論じる。
『防災の経済分析』多々納裕一、髙木朗義編著　勁草書房(2005)
災害を人間社会の中で発生する社会経済現象として捉え、社会経済の復興過程を計画論的視点から分析する。
『豪雨・洪水災害の減災に向けて』辻本哲郎編　技報堂出版(2006)

豪雨災害を、技術面だけでなく社会面からも対応する防災力について多数の人が論じる。
『災害情報と社会心理』廣井脩編著　北樹出版(2004)
社会心理の立場から、災害の予報、警報、安否情報、流言などを扱う。
